
　――歴史のある愛知高校の同窓会の総会とな
れば、さぞかしにぎやかだと思いますが。
　西村　同窓会の会長に就いて１８年。いつの
間にか年月が経ってしまったが、同窓会の総会
を開くたびに思うのは、出席者数が期待するほ
どではないことです。毎回１００名くらい。学
校の歴史からすればより多くの出席者が集まっ
てもいいと思っています。本当は３００人から
４００人ほどは集まって欲しい。また、総会に
来られる方も常連化しています。高齢の方が多
いです。愛知高校の同窓会だから２０歳前後の
若い人が来てもいいのにと思っているのにほと
んど姿を見かけない。同窓会という枠の中で社
会経験も豊富な年配の方と若い人がもっと触れ
合い、話を交わして欲しい。若い人には自分の
将来に関わる話がたくさん聞けると思います。
　それでも同窓生の集いを何とか盛り上げてい
こうと考えなければならない。その中で効果的
なのは著名人の講演を加えることです。予算と
照らし合わせながら頭を下げて交渉をするばっ
かりですが……。講師に名の通った方が来てい
ただくだけで総会の会場も華やかになります。
これまでにＦ１レーサーの中島一貢さんや元プ
ロ野球選手の立浪和義さん、大相撲力士の琴奨
菊関、政治家の鈴木宗男さんらにお願いしまし
た。今年は７月１２日に第４３回目の総会を名
古屋観光ホテルで開き、体操の池谷直樹さんに
協力していただきました。

広い人脈が武器
著名人にアプローチして協力してもらう

　――会長の人脈で交渉するのですか？
　西村　これまで同窓会長だけでなく、会社事
業にいろいろ携わってきました。その間に著名
人の方たちとのお付き合いが生まれた。長年
やっているため、人と人とのつながりも深く
なったと思っています。これはありがたいこと
です。
　最近では元東京新聞の記者だった長谷川幸洋
さんもよく存じております。他の会でも講演を
いただいております。長谷川さんはゴルフ好き
で一緒にラウンドもさせていただいています。
　元衆議院議員の鈴木宗男さんとは懇意にさせ
ていただいていて、そのルートでの人脈も広が
りました。次回の同窓会の講師は鈴木宗男さん
と親しい歌手の松山千春さんにしていただけれ
ばと思っています。中曽根康弘元首相やペルー
の大統領だったフジモリさんともお付き合いさ
せていただきました。
　ほかにもテレビなどで活躍されている有名人
などはかなりの人を存じ上げている。人脈はい
つの間にかに広がってしまいました。
　――そうした幅広い人脈は他の面でも生かさ
れるように思いますが。
　西村　私はここではあくまでも同窓会会長と
いう立場です。学院本部や高校に出入りして学

　曹洞宗の塾が前身の愛知高校は、愛知学院大学、愛知中学と一体となった歴史のある総合学園と
して知られる。最近は甲子園での活躍が話題になった。歴史の長さは多くの卒業生を送り出してき
た。その同窓会を長年務めているのが西村壽凰会長だ。愛知中・高校の同窓会事情を伺った。 

ブランドを育てるのは学校と学生
卒業生として一助となりたい
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